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こんにちは！

です

地域
おこし
協力隊

Congratulations
It’s spring again for me in Japan and with it 
come many changes to my life here. Change 
can be very intimidating, I remember many 
where I started a new job or graduated to 
university. Each time was stressful and there 
were moments where it was too difficult. But 
you have to remember that making a success 
out of your situation is never impossible. 
Sometimes you have to change yourself and 
adapt to your new situation. 

This is a message to my students, colleagues 
and especially my 3rd year junior high 
graduates, who I’ve taught for 3 years now. 
You are all really intelligent, talented and 
strong willed. In live you will encounter 
many challenges but what you make of it 
will decide who you are in life. But I know 
how capable you all are and I believe in you. 
Mountains are there to be climbed!

So congratulations and good luck!

ジイ
ソ の
おはなし
ンェ おめでとう

　日本にいる私に、また春の季節が来て、私
のここでの生活に多くの変化をもたらします。
変化は、時にとても怖いもので、新しい仕事
を始めた時や、大学を卒業した時など、そう
だったことを覚えています。どの時もストレス
が多く、困難でした。しかし、自分が置かれ
た状況の中で成功するのは、決して不可能で
はないことを心に留めておかなくてはなりませ
ん。自分自身を変えて、新しい環境に適応し
なくてはならないことも時にはあるでしょう。
　これは、私の生徒、同僚、特に私が3年間教
えた3年の卒業生の皆さんへのメッセージです。
　あなた方はみんな知性があり、才能があ
り、強い意志を持った人たちです。人生の中で、
これから多くの挑戦や課題に直面するでしょ
う。その時、それとどう向き合うかで、あなた
という人が決まります。私はみなさんを、みな
さんの大きな可能性を信じています。山は登
るために、そこにあるのです。
　おめでとうございます。 GOOD LUCK!

髙
たか
橋
はし
　竜

りょう
太
た
　隊員

　こんにちは。協力隊の髙橋です。
　七ヶ宿町に移住して、はやくも１年が経過しました。生活もだいぶ慣
れてきており、今年は例年に比べて積雪量が少ないそうで、個人的には
少し安心しました。
　さて、２月24日に東京で開催された「地域おこし協力隊全国サミット」へ参
加してきました。当日は全国各地で活動されている協力隊が集まり、移住希望者
を対象に地域の活性化につながる取り組みとしてたくさんの方々と交流してきました。
　また、観光PRや特産品の販売を行うブースに陶芸品や七ヶ
宿ブランドの品物を販売してきました。お客さまの反応も良く、
興味を示された方がたくさん見受けられました。地域おこし協
力隊として本格的に焼き物をしている地域は他に無く、「七ヶ
宿焼き」の今後の可能性を感じました。
　昨年12月に工房を移し、現在は道の駅に隣接している建物
を製陶所とし、日々作陶しております。今後はギャラリー展開
なども予定しておりますので、お気軽にお立ち寄りください。

　
第
71
回
成
人
式
が
８
月
15
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
、
若
者
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
若
い
力
で

企
画・
運
営
を
行
い
、
夢
と
希
望

あ
ふ
れ
る
成
人
式
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
高
校
を
卒
業
し
た
18
歳
以

上
の
若
者
の
み
な
さ
ん
、
一
生
に

一
度
の
成
人
式
を
と
も
に
喜
び
、

と
も
に
祝
福
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
新
成
人
を
迎
え
る
方
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
募
集
期
間　

　
４
月
26
日（
金
）ま
で

●
応
募
方
法　

　

�

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

�shichi41@town.shichikashuku.
miyagi.jp

　
昨
年
秋
に
、
ほ
場
整
備
に
伴
う

確
認
調
査
と
し
て
関・
滑
津
地
区

で
試
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
地
区
の
八
合
と
萩
崎
、
滑
津

地
区
の
原
道
上
の
調
査
で
は
、
縄

文
時
代
の
土
器
片
が
見
つ
か
る
程

度
で
遺
構
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
は
、
現
在
予
定
さ
れ
て
い

る
計
画
で
、
ほ
場
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
湯
原
地
区
で
予
定
し
て
い
る
ほ

場
整
備
を
行
う
前
に
、
埋
蔵
文
化

財
の
試
掘
確
認
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
試
掘
確
認
調
査
と
は

　

�

ほ
場
整
備
予
定
地
内
の
地
中
に

遺
跡
や
遺
物
が
な
い
か
、
遺
跡

が
あ
る
場
合
は
ど
の
く
ら
い
の

範
囲
に
あ
る
の
か
な
ど
を
調
べ

る
調
査
で
す
。

　

�

具
体
的
に
は
、
重
機
を
使
用
し
、

掘
削
抗
を
つ
く
り
、
埋
蔵
文
化

財
の
有
無
な
ど
把
握
し
調
査
を

行
い
ま
す
。

　
事
業
予
定
地
に
は
、
埋
蔵
文
化

　
２
月
17
日
、
仙
南
の
青
年
た
ち

が
蔵
王
町
に
集
ま
り
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は「
Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ　

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ

ｖ
ａ
ｌ　

新
た
な
る
挑
戦
」と
題

し
て
、
芸
術
文
化
の
発
表
で
は
、

西
山
学
院
高
等
学
校
が
出
演
し
、

和
太
鼓
や
日
本
舞
踊
を
披
露
し
ま

し
た
。
こ
の
他
、
各
市
町
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
が
登
場
し
た
り
、
町
の
良

い
も
の
や
景
色
を
イ
ン
ス
タ
投
稿

写
真
と
し
て
展
示
す
る
な
ど
、
会

場
は
２
０
０
０
人
を
越
え
る
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

財
包
蔵
地（
遺
跡
）が
存
在
し
て
い

ま
す
。

　
地
区
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
個

人
の
土
地
を
調
査
し
ま
す
の
で
、

み
だ
り
に
調
査
地
に
立
ち
入
る
こ

と
の
な
い
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
調
査
期
間

　
５
月
～
６
月

●
調
査
箇
所

・
田
堀
（
湯
原
地
区
）

　
調
査
後
は
、掘
削
抗
埋
め
戻
し・

転
圧
を
実
施
し
ま
す
が
、
地
盤
が

軟
弱
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
募
集

関
・
滑
津
地
区
の
ほ
場
整
備
に
伴
う

試
掘
・
確
認
調
査
の
結
果

仙
南
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
in
蔵
王

湯
原
地
区
の
ほ
場
整
備
に
伴
う

試
掘
・
確
認
調
査

▲西山学院高等学校生徒の和太鼓

▲試堀・確認調査の様子


